經濟學の對象に就いて by 淺見 延之丞
た
。
市
し
之
の
無
瞳
化
の
陰
に
貨
幣
制
度
の
確
立
を
見
落
し
て
は
な
ら
た
い
。
橋
爪
博
士
は
（
註
ご
「
l
｜
経
楠
生
活
＝
ト
ツ
テ
、
交
換
ガ
イ
ヨ
イ
ヨ
必
然
的
ト
ナ
リ
従
ツ
テ
交
換
手
段
タ
ル
貨
幣
ガ
必
然
的
不
一
則
J
般
的
存
在
ト
ナ
ル
ト
同
時
品
質
幣
債
値
ノ
安
定
＝
封
シ
テ
相
官
強
度
信
任
ガ
梯
ハ
レ
ル
＝
至
ル
咽
’
コ
ト
ヲ
意
味
ス
ル
「
而
シ
テ
貨
幣
の
共
鰻
化
の
進
展
に
劃
し
て
は
、
経
済
撃
の
艶
象
に
就
い
て
くイ〉 緒
論
科
恩
一
む
研
究
は
封
象
の
認
議
に
始
ま
ろ
。
即
ち
、
科
壌
の
研
究
は
由
思
議
に
於
け
る
〈
最
高
義
で
は
な
い
）
客
観
的
認
識
の
経
験
に
依
っ
て
出
費
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
は
経
験
を
分
訴
し
て
、
客
睦
た
る
も
の
を
或
は
唯
物
論
者
の
町
立
場
上
り
し
て
、
之
を
物
と
し
之
を
概
念
論
者
の
立
場
よ
り
し
て
精
一
柳
の
性
質
と
す
る
か
何
れ
に
せ
よ
、
存
在
を
先
づ
定
立
す
る
の
で
あ
る
。
唯
物
論
的
見
地
は
、
此
の
立
場
を
出
費
鮪
と
し
て
、
主
障
の
封
立
）
分
裂
を
見
、
且
つ
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
形
而
上
墜
揚
棄
后
K
於
け
「
：
・
・
：
必
ズ
之
ノ
賞
味
－
一
一
於
ケ
ル
貨
幣
制
度
、
貨
幣
経
済
ガ
確
立
セ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
。
」
と
一
五
は
れ
て
居
る
。
上
越
の
如
く
貨
能
形
態
に
於
て
預
金
貨
幣
の
設
建
は
途
に
貨
併
の
無
輯
化
を
確
立
し
死
。
（
未
完
）
〈
註
一
）
橋
爪
氏
貨
幣
論
二
八
，怪1
見
延
之
j蔓
丞
る
観
念
論
に
於
て
は
、
例
醐
慌
の
直
接
経
験
、
の
分
析
に
よ
る
、
主
容
の
釘
立
を
以
て
精
紳
界
と
物
質
界
の
割
立
と
す
る
許
り
で
な
く
、
印
ち
、
具
酷
的
経
験
印
ち
、
感
費
を
通
し
た
時
、
場
所
の
限
定
に
於
て
、
現
在
に
話
さ
れ
た
る
経
験
を
、
一
つ
の
認
識
の
手
段
と
は
な
る
が
、
斯
る
分
拝
重
要
性
は
、
人
間
の
存
在
、
換
雪
一
目
す
れ
ば
、
人
類
的
又
は
、
人
間
的
主
観
を
前
提
し
て
、
物
は
精
榊
を
諜
想
し
て
始
め
て
宣
布
す
る
ど
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
近
代
の
唯
物
論
は
多
大
の
稜
建
を
魚
し
た
－
O
L」
雌
も
、
二
五
ヱ
マ
ヌ
ヱ
ル
・
カ
ン
ト
に
依
っ
て
、
護
見
せ
ら
れ
た
る
物
自
鰭
を
化
阜
の
鷲
見
に
よ
っ
て
解
消
す
る
事
を
得
る
と
一
五
っ
た
事
に
よ
っ
て
も
、
知
ら
る
L
、
如
く
甚
だ
幼
稚
な
る
認
識
論
を
武
器
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
粧
験
分
持
邸
ち
最
も
マ
ル
ク
ス
が
哲
壌
は
精
帥
の
科
壊
に
過
ぎ
ね
と
一
五
っ
た
が
、
之
は
低
度
の
卑
近
な
る
哲
墜
の
現
併
に
よ
る
と
は
一
五
へ
、
言
語
に
於
て
は
F
確
か
に
正
鵠
を
う
が
つ
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
然
ι残
念
友
事
に
は
彼
は
物
自
躍
の
批
判
を
先
き
に
、
一
般
的
の
意
味
に
於
℃
概
活
的
に
前
述
し
た
る
如
く
‘
例
へ
ば
水
の
物
白
樺
は
hw
同
時
。
で
あ
る
と
云
っ
た
事
に
依
つ
で
も
知
ら
る
L
如
く
、
如
何
に
幼
稚
な
る
認
識
論
〈
狭
義
に
於
け
る
哲
撃
）
を
持
っ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
ぬ
か
を
、
曝
露
し
℃
飴
り
あ
る
の
で
あ
る
。
斯
る
、
幼
稚
な
る
認
識
論
は
此
の
哲
事
が
十
八
世
紀
英
閣
に
於
て
、
僧
正
バ
ー
ク
レ
ー
に
依
っ
て
提
稿
せ
ら
れ
た
る
頃
の
も
の
で
あ
っ
て
、
認
識
論
と
し
て
は
極
め
て
、
幼
稚
な
る
初
歩
の
段
階
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
「
物
の
存
在
は
意
識
の
存
在
な
く
し
て
は
考
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
」
而
し
て
斯
る
反
駁
と
し
て
彼
等
唯
物
論
者
は
、
直
ち
に
、
「
脱
出
ら
ば
我
々
の
知
ら
な
い
所
に
在
る
何
物
か
は
、
何
人
か
は
、
存
在
し
な
い
の
か
。
」
具
躍
的
に
一
五
へ
ば
、
山
奥
の
伽
…
皐
文
官
。
老
翁
に
と
っ
て
、
来
L
彼
が
全
然
英
京
ロ
ン
ド
ン
と
云
ふ
部
舎
の
存
在
す
ら
考
へ
た
事
が
友
い
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
は
寅
在
し
て
居
な
い
の
か
？
」
或
は
意
識
が
な
け
れ
ば
、
物
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
・
赤
子
は
何
か
ら
生
れ
て
来
た
の
か
？
彼
は
叉
も
、
母
も
、
意
識
し
な
い
。
ご
大
意
識
が
物
よ
り
先
と
す
れ
ば
赤
子
は
ど
う
し
て
、
生
れ
て
来
た
の
で
る
ら
う
か
と
」
然
し
乍
ら
斯
る
反
肢
は
今
日
の
認
識
論
の
分
訴
の
下
で
は
意
味
を
な
さ
広
い
。
我
々
は
意
識
を
入
額
に
限
定
す
る
Q
時
聞
に
於
て
は
歴
史
的
時
間
、
天
文
接
的
時
間
、
買
さ
に
於
て
は
宇
宙
の
庚
さ
に
蹟
げ
て
持
つ
の
ぜ
る
る
。
凡
て
の
科
感
心
取
扱
ふ
時
空
の
範
臨
時
に
於
て
意
識
を
怠
味
づ
け
る
の
で
あ
る
。
放
に
人
類
殻
生
以
前
の
世
界
も
我
々
に
と
っ
て
は
意
識
の
中
の
世
界
で
あ
る
。
た
づ
意
識
の
存
在
を
受
賞
と
し
て
然
る
后
に
之
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
幼
稚
な
る
認
識
拾
に
於
℃
は
人
類
愛
生
以
前
の
地
球
は
人
類
、
の
存
在
を
如
何
な
る
根
跡
に
於
て
も
認
め
る
事
が
出
来
た
い
か
ら
之
を
研
究
の
外
に
置
き
或
は
存
在
せ
・
？
と
し
て
然
も
自
然
科
事
的
存
在
の
立
詮
説
明
に
依
っ
て
困
惑
す
乙
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
我
々
の
今
日
持
つ
意
識
の
規
定
は
共
の
虞
さ
に
於
て
全
て
の
科
恩
に
一
致
し
深
さ
に
於
て
又
全
て
の
科
事
に
一
致
す
る
。
故
に
、
我
々
は
意
識
に
於
て
は
宰
聞
も
質
量
も
認
め
る
の
で
あ
る
。
物
は
即
ち
意
識
で
あ
る
か
ら
、
物
が
意
識
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
物
は
我
々
の
意
識
の
巾
の
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
精
一
川
と
物
と
を
会
く
別
個
の
も
の
と
考
へ
て
見
よ
Q
我
々
は
如
何
に
し
て
所
謂
、
物
の
本
質
b
L
知
る
一
事
が
出
来
よ
う
か
、
物
的
法
則
を
知
る
事
が
出
来
様
か
、
意
識
の
外
に
巌
在
す
る
意
識
を
如
何
に
し
て
知
り
得
ょ
う
。
然
も
今
日
我
々
は
自
然
科
準
枇
合
同
科
事
に
於
℃
物
の
世
界
を
充
分
に
知
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
2
f
T全
に
で
は
な
い
）
物
と
は
何
か
と
云
ふ
の
も
知
つ
℃
居
る
白
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
我
k
は
人
類
死
滅
以
后
の
世
界
は
存
在
す
る
か
と
一
守
口
は
れ
た
る
時
我
々
は
存
在
し
な
い
と
先
日
へ
得
る
。
我
々
の
車
問
義
に
於
け
る
経
験
の
外
の
世
界
は
な
い
の
で
あ
る
。
世
界
は
人
類
に
と
っ
て
は
過
去
と
現
在
と
し
か
な
い
。
（
股
密
に
一
言
ふ
と
現
在
だ
け
・
な
の
で
あ
る
が
、
此
の
言
葉
は
言
葉
の
不
完
全
の
一
お
に
誤
解
を
招
き
易
い
か
ら
見
合
は
せ
る
）
然
し
て
人
類
も
意
識
の
中
に
あ
る
。
、j－
一ra、、
故
に
物
と
精
神
と
は
意
識
の
形
式
で
あ
る
。
（
此
の
形
式
は
深
い
規
定
は
な
い
U
意
識
を
論
理
的
に
分
排
す
れ
ば
物
と
精
紳
と
な
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
肉
憶
は
意
識
を
設
定
し
て
然
る
后
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
精
神
よ
り
見
る
時
は
物
で
あ
る
。
物
と
し
て
精
榊
に
釘
立
し
て
居
る
。
窮
局
的
に
一
言
へ
ば
そ
れ
故
金
て
の
法
則
は
意
識
の
法
別
で
あ
る
。
自
然
科
準
法
則
も
文
化
科
皐
法
、
則
も
共
に
意
識
の
内
容
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
肱
に
精
神
と
物
と
は
封
立
物
で
る
る
以
上
は
精
神
は
物
と
同
一
物
で
は
な
い
。
物
に
内
在
す
る
事
も
州
来
な
け
れ
ば
超
越
す
る
事
も
出
来
な
い
。
物
其
の
物
と
し
て
は
（
と
れ
は
カ
ン
ト
の
言
へ
る
物
肖
睡
で
は
な
い
）
精
神
に
支
醍
ぜ
ら
れ
て
も
し
左
け
れ
ば
、
制
約
も
せ
ら
れ
な
い
。
精
叫
も
同
様
で
あ
る
。
精
神
と
物
と
は
共
の
相
閥
々
係
に
於
い
て
、
精
神
は
精
神
に
て
濁
立
の
法
則
を
定
立
し
滴
立
の
殻
展
を
す
る
、
而
し
て
物
も
亦
共
’
自
身
の
法
則
と
護
民
と
そ
特
っ
て
居
る
の
で
有
る
。
而
し
て
論
問
的
に
之
を
分
排
す
れ
ば
各
法
則
は
特
榊
或
は
物
に
と
っ
て
は
趨
越
的
先
在
的
に
も
一
五
ふ
事
が
出
来
る
。
然
し
乍
ら
叉
同
時
に
用
品
作
部
ち
精
神
と
物
は
各
々
具
躍
的
。
姿
（
形
）
と
し
て
は
相
関
々
係
b
q一
な
し
て
居
る
の
で
有
る
か
ら
互
に
規
定
制
約
し
合
ふ
の
で
有
る
。
即
ち
マ
ル
ク
ス
の
一
五
ふ
如
〈
此
底
に
始
め
て
精
神
は
制
的
ぜ
ら
れ
J
る。
何
と
な
れ
ば
雨
者
は
意
識
の
表
は
れ
方
の
二
つ
の
形
式
で
有
り
且
つ
事
賞
に
於
い
て
は
意
誠
の
表
は
れ
方
で
も
有
り
内
容
で
も
有
る
か
ら
（
此
庖
に
意
識
と
精
紳
と
を
混
同
せ
ら
れ
る
懐
れ
が
有
る
が
常
に
一
一
守
口
す
る
。
意
識
は
紳
と
は
異
る
。
）
印
ち
換
言
す
れ
ば
精
紳
と
物
と
の
釘
立
に
於
い
て
見
れ
ば
精
一
脚
は
心
開
現
象
に
於
い
℃
即
ち
主
翻
的
存
夜
と
し
て
物
は
客
翻
的
存
在
と
し
て
即
ち
外
界
と
し
て
。
物
が
精
一
脚
の
制
約
的
下
に
在
る
時
は
物
は
規
正
せ
ら
れ
て
共
物
の
現
象
形
態
は
、
精
帥
の
指
導
の
下
に
勤
い
て
居
る
。
然
乍
ら
物
共
物
と
し
て
は
ハ
物
共
物
は
物
白
樺
で
は
な
く
精
神
へ
の
釘
立
物
と
し
て
意
識
の
分
訴
の
結
果
の
産
物
と
し
て
の
義
一
で
あ
る
）
精
帥
の
支
配
下
に
在
る
と
同
時
に
叉
物
共
物
の
以
外
の
何
物
で
も
な
い
か
ら
其
自
身
の
法
則
の
下
に
も
動
い
て
居
る
の
で
有
る
。
二
七
e
物
が
物
と
し
て
有
る
形
は
二
様
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
一
つ
は
邸
ち
意
識
の
形
か
か
り
直
接
に
引
出
さ
れ
た
る
精
一
脚
に
封
立
す
る
物
と
し
て
ど
有
り
、
又
一
方
は
精
一
脚
と
物
の
交
正
作
加
の
果
賓
と
し
て
文
化
物
と
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
物
は
共
自
身
の
自
然
科
墜
的
法
則
の
下
に
動
い
て
居
る
で
有
ら
う
し
ヤ
叉
同
時
に
文
化
物
と
し
て
は
精
神
と
の
交
互
作
用
の
中
に
在
る
か
ら
精
神
の
支
配
の
下
に
制
約
せ
ら
れ
配
置
せ
ら
れ
る
。
卸
ち
文
化
債
値
を
も
一
（
西
南
皐
抵
の
云
ふ
意
味
）
同
時
に
持
つ
の
で
あ
る
。
例
号
一
目
す
れ
ば
資
本
主
義
制
の
下
に
於
け
る
生
産
物
一
般
は
自
然
物
で
あ
る
と
同
時
に
階
級
性
を
持
っ
て
居
る
の
で
有
る
。
即
ち
物
質
で
有
る
と
同
時
に
文
化
的
産
物
で
も
あ
る
。
即
ち
、
商
品
は
贋
義
に
一
去
っ
て
、
否
正
し
く
一
去
っ
て
生
産
物
一
般
（
文
化
物
と
し
τ経
済
史
を
通
じ
て
〉
は
、
或
る
・
文
化
の
下
に
於
て
は
生
存
の
代
償
と
た
り
、
（
奴
隷
制
度
下
に
於
け
る
奴
隷
に
と
っ
て
は
）
又
或
文
化
。
下
に
於
て
は
利
潤
迫
求
の
民
的
物
と
友
る
。
換
言
す
れ
ば
搾
取
の
手
段
止
な
る
の
で
あ
る
1
1自
分
は
弊
働
慣
値
設
の
立
場
か
ら
の
剰
飴
慣
値
は
疑
問
と
し
℃
ゐ
る
が
、
間
接
設
が
今
日
一
般
の
承
認
を
贋
範
圏
に
云
っ
て
獲
え
て
ゐ
る
の
で
説
明
の
理
解
の
便
利
の
需
め
に
、
引
用
L
た
）
。
又
共
産
主
義
生
産
様
式
の
下
に
於
て
は
生
産
は
必
要
生
産
で
あ
る
か
ら
、
生
産
物
は
世
舎
会
躍
の
泊
費
封
象
と
し
て
の
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
物
質
〈
精
一
脚
に
樹
立
す
る
自
然
物
〉
白
樺
は
彼
等
自
身
心
持
つ
法
則
の
外
に
出
る
事
は
出
来
・
泣
い
。
二
八
、BJ
一
口
に
一
五
へ
ば
文
化
と
は
物
質
と
人
間
と
の
関
係
で
あ
る
。
人
間
が
如
何
に
物
置
を
支
配
し
て
居
る
か
と
一
五
ふ
の
が
、
文
化
の
琵
建
形
式
で
あ
る
。
精
一
脚
が
自
然
を
如
何
に
自
己
の
法
則
。
中
に
引
込
ん
だ
か
と
云
ふ
形
式
が
文
化
の
弦
達
形
式
で
あ
る
。
（
然
し
此
れ
は
飽
く
ま
で
も
物
が
夫
れ
自
身
の
法
則
の
下
に
あ
る
事
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
如
何
に
科
臨
ナ
が
費
速
す
る
と
し
て
も
我
々
は
米
の
苗
か
ら
葵
を
生
長
さ
せ
る
事
は
出
来
な
い
）
少
数
の
契
約
的
例
外
を
除
い
て
駐
舎
は
自
然
稜
生
的
の
も
の
で
あ
る
。
之
は
自
然
物
と
し
て
の
人
間
繁
殖
の
結
呆
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
一
位
舎
は
一
方
自
然
法
則
の
支
配
の
下
に
あ
る
と
同
時
に
精
一
脚
の
支
配
の
下
に
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
人
聞
は
吐
曾
の
形
に
於
℃
物
に
封
し
て
指
導
地
位
に
あ
る
Q
即
ち
「
阻
ん
町
日
と
は
人
の
闘
係
と
も
見
る
事
が
出
来
る
し
、
人
と
人
を
通
じ
て
物
を
支
配
す
る
形
と
云
ふ
事
も
出
来
る
（
此
の
場
合
の
封
象
一
位
舎
は
常
に
共
の
成
立
要
素
又
は
構
成
要
素
を
問
題
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
成
立
者
（
成
立
物
）
と
し
て
の
輿
へ
ら
れ
た
姿
〈
形
）
を
見
て
居
る
の
で
あ
る
）
我－
R
O
一
舵
舎
が
西
南
抵
の
一
五
ふ
が
如
き
文
化
償
値
を
持
う
か
否
か
は
別
と
し
て
現
賓
の
生
活
を
目
的
と
見
る
か
否
か
は
別
と
し
枇
舎
の
絶
釘
債
ー
と
し
て
の
文
化
が
杭
曾
の
被
構
成
性
質
上
地
域
歴
史
前
に
種
々
の
質
と
民
一
一
に
於
い
て
相
遣
を
持
っ
て
ゐ
る
の
は
正
に
自
然
と
交
互
作
用
せ
る
精
紳
に
到
す
る
物
の
優
越
的
部
分
を
提
示
し
て
居
る
詮
蟻
ξ
し
得
る
。
ー
我
々
が
物
と
精
紳
と
に
就
い
て
、
今
ま
で
甚
だ
大
雑
把
な
見
透
し
を
付
け
て
来
、
た
が
、
此
ぃ
屈
に
更
に
一
言
述
ぺ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
我
々
が
思
惟
す
る
時
、
思
惟
の
封
象
と
な
る
も
の
は
論
理
的
に
云
っ
て
思
惟
過
程
を
分
排
す
れ
ば
、
常
に
思
惟
白
鶴
に
と
っ
て
は
客
膿
で
あ
る
。
此
の
場
合
宇
一
韓
と
な
る
の
は
凪
惟
者
自
身
で
あ
る
。
而
し
て
元
来
思
惟
ο
目
的
は
此
等
客
樫
に
就
い
て
の
共
の
水
質
又
は
共
等
の
相
閥
閥
係
の
究
明
を
す
る
事
で
あ
る
。
印
ち
、
悲
し
我
々
が
資
本
主
義
枇
舎
と
一
五
ふ
研
究
封
象
を
持
つ
時
、
資
本
主
義
社
舎
が
客
障
で
あ
り
、
我
々
白
臨
を
研
究
釘
象
と
す
れ
ば
我
々
白
韓
が
客
鴨
で
あ
る
。
例
へ
ば
我
々
が
現
在
。
祉
舎
を
見
る
時
、
而
し
て
共
の
木
質
並
に
共
の
法
則
を
都
民
見
せ
ん
と
す
る
時
、
主
帥
阪
は
我
々
で
あ
る
が
客
膳
は
批
舎
で
あ
る
。
印
ち
、
我
々
の
思
惟
の
目
的
は
客
瞳
の
本
質
並
に
法
則
。
究
明
で
は
あ
る
が
、
と
同
時
に
そ
の
場
合
精
一
刊
現
象
と
し
て
は
客
臨
日
開
に
束
縛
せ
ら
れ
て
仕
舞
っ
て
ゐ
る
（
甚
だ
不
味
い
表
現
で
は
あ
ろ
が
〉
の
で
あ
る
。
論
理
的
に
一
五
へ
ば
我
々
が
或
割
象
の
研
究
を
な
す
場
合
我
々
は
其
の
本
質
を
見
ん
が
認
め
法
則
を
護
見
せ
ん
が
箆
め
に
封
象
の
中
に
内
在
す
る。
而
し
て
釘
象
の
中
に
於
け
る
各
要
素
、
成
分
を
目
的
に
合
一
せ
し
め
ん
が
矯
め
に
持
家
又
は
抽
象
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
る
過
程
は
精
紳
の
専
し
い
ま
L
に
行
ふ
も
の
で
は
な
く
、
客
膿
自
贈
の
性
質
な
の
で
あ
る
。
一
見
此
の
場
合
主
関
白
鴨
が
其
の
目
ト
的
の
詩
め
に
客
贈
を
自
由
自
在
に
欝
化
費
形
せ
し
め
て
居
る
如
〈
、
見
え
る
震
め
に
精
神
の
超
越
性
を
云
ふ
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
夫
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
一
般
に
我
々
の
割
象
と
な
る
も
の
は
、
主
と
し
て
兵
躍
的
に
は
物
質
の
形
式
を
持
っ
て
居
る
。
印
ち
自
然
科
曜
に
於
け
る
封
象
は
勿
論
の
事
、
一
回
曾
科
事
に
於
て
も
封
象
は
常
に
共
O
姿
に
於
て
物
質
的
で
あ
る
。
即
ち
客
帥
聞
は
殆
ん
ど
全
て
の
場
合
、
物
で
あ
る
と
言
へ
る
。
故
に
我
々
の
思
惟
内
容
は
常
に
此
の
意
味
に
於
℃
は
殆
ん
E
物
の
世
界
で
あ
る
と
一
五
へ
る
共
の
故
に
此
の
場
合
思
惟
は
結
局
物
の
法
則
、
物
の
世
界
を
俳
相
す
る
事
と
な
り
、
市
し
て
物
の
法
則
の
一
不
す
方
四
に
従
っ
て
思
惟
が
流
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
故
に
、
此
の
場
合
、
而
し
て
之
が
大
部
分
の
場
A
円
で
あ
る
が
潟
、
思
惟
は
物
に
還
元
せ
ら
れ
る
事
を
安
常
と
忠
は
る
L
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
未
完
〉
此
の
論
文
は
未
だ
出
来
上
っ
て
ゐ
な
い
。
共
故
、
之
は
自
分
の
魔
書
の
羅
列
に
過
ぎ
ね
、
概
念
も
甚
だ
不
徹
底
で
あ
る
。
ふ
刀
持
の
場
合
、
釣
象
に
釘
ず
る
自
分
の
角
度
の
相
違
の
魚
、
節
を
異
に
し
て
共
の
釘
裁
と
す
る
概
念
の
内
容
が
諭
盟
的
に
一
疋
ふ
時
‘
上
位
、
下
位
、
慣
と
類
の
閥
係
に
立
ち
、
或
は
静
態
的
の
問
題
の
分
訴
か
ら
、
動
態
的
過
棋
に
直
ち
に
入
り
込
ん
だ
り
し
℃
ゐ
る
誤
が
多
数
あ
る
事
と
思
ふ
。
本
論
文
は
以
上
の
快
鮪
の
鏡
、
事
貰
上
口
ハ
今
書
直
し
て
提
出
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
が
、
戎
事
情
の
矯
め
、
自
身
議
直
す
一
惑
に
さ
へ
懐
怠
を
党
へ
て
ゐ
る
。
寄
稿
す
可
誉
約
束
の
偲
め
と
は
一
五
へ
、
斯
る
態
た
ら
く
の
物
を
提
出
す
る
怠
惰
の
鮎
を
自
認
と
す
る
。
、
各
概
念
並
に
分
訴
の
劉
象
の
静
態
又
は
動
態
の
分
別
の
統
一
一
は
弐
の
論
文
に
於
て
行
ひ
度
い
。
二
九
